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１月１３日（成人の日）午前９時より若宮神社において年初めの行事である「年頭祈願祭」を行

い、続いて昨年国スポ・障スポ成功を祈願して７２名の寄進により制作した大絵馬奉納の報告祭を

挙行しました。 

当日は自治会役員をはじめ漢字の寄せ書きに協力していただいた寄進者が参拝され、宮司から大

絵馬奉納に伴旨の祝詞を受け、改めて今年秋に開催される国スポ・障スポの成功を祈願しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （小津若宮神社の鳥居より正面の拝殿に前回の絵馬と並べて奉納されています。） 

なお皆さんからのご寄進の一部で「国スポ・障スポ応援横断幕」制作し、玉津小学校のフェンスに

取り付ける予定です。 

 

 

 

１月５日、４町内会がそれぞれに初寄りを行い令和７年の新春をお祝いしました。 

初寄りでは、町内会長より今年度の思いを託した自治会長からのメッセージとして次の内容が説

明されました。 

有事における住民の安全確認として「赤野井版命のバトン」の実施をはじめとして、来年の長刀

祭りの当番年に備えて特別負担金（８,０００円）を2年に掛けて徴収すること。さらには協議員の

改選年により公平な人選をお願いしたいこと、地域サポーター制度の一層の充実を図ること、ＳＮ

Ｓを活用した情報提供など、それぞれ赤野井のためになる取組を挙げられていました。 

この後、それぞれに新年会に移り、和やかに歓談する中相互の親睦と交流を深めました。 

 

 

 

※ 町内巡行 3月30日（日）・31日（月）（留守にならないようお願いします。） 

毎年恒例の総舞（カシキリ）につきましては、3月30日（日）午後1時より 

諏訪家屋敷にて開催を予定しています。（雨天の場合は、諏訪家屋敷内で開催予定） 

詳しい詳細は、回覧、ポスター、ホームページ等でお知らせします。 

赤野井自治会だより   

 

 

 

 

国指定重要無形民俗文化財 伊勢大神楽講社 山本勘太夫社中の町内巡行について 

住民が集い、初寄りで新年を祝う！！ 

年頭祈願と併せて大絵馬奉納の報告祭を挙行！！ 

寄せ書きの寄進者３５名が参拝 



 

 

 

 

古民家を起爆剤として地域の活性化を図ろうとする取組みの一環として、1月18日（土）旧辻

家（赤野井町338）の屋内・屋外でプレイベントを開催しました。古民家活用については、田中啓

子さんが「Ａbri（あぶり）」を今年の秋頃にオープンする計画で、自治会と連携する中で準備を進

めています。 

今回のプレイベントは、今年度の締めくくりとして市内外への周知と地元への支援の輪を広げよ

うとしたもので、地元は地場の野菜やお米、バラの花、アクセサリーを軽トラ市として出店しまし

た。また屋内では火鉢を使ってお餅を焼くなどして炙り料理を体験するなど、100 名弱の見物客

で終日大いに賑わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年度は自治会長の改選年です。任期は2年間です。 

「赤野井自治会長等選挙規定」に基づき、次の日程で公平に進めていきます。 

1月26日（日） 「選挙管理委員会」（選挙管理委員長の選出）（選挙日程確認） 

2月  2日（日） 「告示」（町内掲示板に掲示）立候補者受付 

2月  ８日（土） 立候補者締切（選挙管理委員長立会い） 

2月16日（日） 選挙（信任投票）（町内会員の過半数で可決。以外は協議員会に負託） 

3月 初旬 新協議員選出（各町内会4名） 

3月 中旬 協議員会（自治会長選出 副自治会長・会計役は自治会長指名による） 

 

 

 

 

 

 

 

古民家活用イベント 

昭和の暮らし漂う空間に、懐かしさと期待の歓声も！！ 

 赤野井自治会長の選挙スケジュール 

店名の「Abri（あぶり）」はフランス語で「隠れ家・避難所」という意味です。この

場所が皆さんにとって居心地のいい場所になるようにと言う思いを込められました。 

主催者・田中啓子さん 


